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Parotid gland 

224 I Subarachnoid hemorrhage serum complement … ー189

310 I Superior mesenteric arterial blood flow ・0・・・・・ ー・224

Partial hepatectomy ・ ・・ e ・ ・・ •• •• • ........ • ・377 I Surgery ・・258, 293 

Pedicled omental flap ・ ・ … … ・・… … ・・0・…168 I Surgical margin from tumor ・ ・・－ ... ・・… ー 369 

Pelvic fracture ・ ・ ・ ー・ー ・・ ・ー ・ ー・・・・ ・240 I Sympathetic nerve ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・ e・e ・e e ・e ・・ ・・391 

Pep附 YY(PYY) ・224 j Syrir 

Peri。perativemyocardial infarction ・ ・・・ ・ ... ・ ・・・・・・・ 153 

Phospholipids・ 『，，
n
J
h
 

・161 

(TJ 

Photodynamic therapy … ……・………… …・・・435 I Temporary left heart bypass ・ … ・……・…・ ー3

Phyllodes tumor ・ ・ ・ ・・...・a・－ －・… ・…・・ ・283 I The elderly ・ ・ ・ ・…白川 ・・.....… ・－ 258 

Pituitary adenoma ・ ・ ・ －……・・ E • .....  •• • • • ・278 I Thermography … ー . . .. ー・・・ー 391 

Pleuntis ー…… …………… …・ • 344 I Thoraco油 dominalaortic aneurysm ・…...・・・・・・3 

Popliteal cyst ・ ・ ・ ・ ・.. ・ 337 I Tissue concent削 ionof antican町 drugs・ ・302 

Portal vem a巾 rialization …・… ・・・・－ －－ ・383 I Treatment …．，．． ． 0・いい ー・…・ ・..240 

Por凶 venouspressure ・ ・ ・ー … ・…・...... "・ • • 383 I Truncus artenosus…－・ ……一 一 ー・・ ・・ ー168

Postoperative complication・ －－－…－…......… ・234 I Tube feed1時 … …・0 ・－……… ー・ー 198 

Preoperative CDDP treatment ・ 一...・… － … …・103 I Tuberculosis・ ・… …・…一. . ...... …ー …一...・・337

Pseudocyst ・ ・ ・ ・e・・ 0・・・ ・・・ ・・・・・・・・・e・211

[QJ 

Quartz fiber ・…・・－…… … ー... ....・ ・........ 437 

(R] 

Radiological findings mediastinitis ・・・・・0・・・・・・ ・344 

Reappearing pancreatic cyst ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…一.211 

Recirculation ・27 

Rectus abdominis muscle flap －－－－一 ... ・148 

Reduction 。fjaundice・・ 一 ・・・・...・・ ・ 454 

Reperfus1on l町ury・ ・ ・ ・・...・・・・e ...…一－－－ 153 

[VJ 

Valved conduit ・ ・・ ・ .... ・ ー・・・・ ・ー・・・・ ・－－－－－－..... 168 

Vasoact1ve intestinal polypeptide ・ －一・，．．．．.... 55 

Vasospasm・・・・ ・・・・..・・・・・・ ・・・ e・e・・・ 55, 189 

Venous anastomosis ・ 0 ・134

Ventncular dissemination ・ ・・・ 目・目・ ・・・・・・・・・・ . 0・・323

Ventriculitts ・・..・
・323 

(XJ 

XeCI 
・437 
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私口 一郎－－ ・ ・ー・ …一一－－－ － e ・・ 323

安東誠一 ・ー… … ……ー・・ー ・ー 198 

青木 洋三－一 ・ ・・ ・・・・一・ － －… 234 

伯

和
一
一
元

戸

野

車
問
浅

・・・ 198 

・・402

(BJ 

別所偉光 ・・ー・.... •.. 105, 217, 263, 454 

[CJ 

千葉庸 夫 ー … ・ ー •.• ・・ h e・・ ・408 

[DJ 

田野龍介・

[E] 

江川 裕人 口…・ー・・ー…・・ － h ・・・ ・383 

(F] 

藤田琢史・口 ....ぃ ー・－－・・－－－－－－－ ・250 

藤吉 健司ーー－－－－ －－一 ーー…・ー・・ーー……..・323 

深尾繁次会 4 ・・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・330

福西健 至 ・・…・・・・・－－…… • 105, 263, 454 

古川浩二郎・・・・ー・・一 •.• ・・・・・・・・・…－ ー…－ ・・・・・・ 153 

[HJ 

演淵正 延

浜中喜晴

星野一正 ・ 116 

[I] 

井田 健 ・・402

五十嵐憲司 ……． •.•.•. • • ......... •.. ・391 

井口靖浩 ・ … … ・ ・ 一…－ •. • ・344 

今村正之……・・…ー，，．．…・… … －－ － ー103

今野 元博 ......…・・・・・・・ー・・・ ・・・・…・ ・211 

稲本 俊............・ー ……・・ ・ ー・－ ・369 

亥埜恵一 ........ • ........................... ・369 

井上 章 ・・・……．，…ー ...•.• • .• 173 

井上一知－－……・ ・ ・ ・・…・ ・!87, 224 

石原 浩 ・ ・・・・・・・・・・・・ ー・・・3

石井真澄 ー・173 

[K] 

加川玲子....・・・・ ・リ・…....・・・・198 

金田倫幸ーー…－…－－－・・・－……・.・344 

金山 輝次 ・…........…・・…….....・ ー…・ーーー ・402 

金沢秀剛…….....・ H ・－…....・ a・－－－………ー 105,217 

金広 啓一－日………… ・・・・・・ ・・ ・・・ーーー ー3

萎俗 ……－－－……－－－－－－－………. JO 

笠原 洋ー…・ー一 －－－………ー….......211 

樫木良友 ・・ E・E・－…・..＇……－－…… ・295 

堅田昌弘 .... E ・ー…－－ －…－…一＇ ...・ H ・・・・・295

加藤一夫 ・ ・ー… ー……－－……….・295 

花柄武 志、 －－－…一－…－－ ー司・ 113 I ;11口富 司 … .............……・・ －……－・＇ . ・234 

半田 譲二・・・・・・・ 一......141, 258, 278, 323, 330 

長谷川史郎 ……－…一・・・…－…・ー・・ーーーー…・ 168

林 ー資 －…… υ …－－－…－・…・……ー ・402

林 道広・…・・ …・－－－－－－……・・ー…・ 250

日比俊也－－……・－……………・……一一295

東山 洋ーー・・・－－－－－……………・… 383 

平野 鉄也…・・ ・・・ ・・・・一………...・310, 377 

本田和男…… h －－－－－－－ … 一・…….....369 

Horch, Raymund ・ ・ ・ ・ －－－・－・－・ ・・・・・・134,240 

川口順敬 ー－－－－－ －－ … 一……・…・・…・… ・295

川村純一郎 ，..……・…ー・…・………............ 161 

河村正生………………105,205, 217, 263, 454 

河野輝昭……一一…………………………ーー 189 

河野雄幸・……ー…・………...........…・・・ 153 

川上 恭司－－ －－－一…・ ー…－ －－－－…...汀 句・・・3

樺 篤 －…－…－ー一…一…・・・・……161

木戸岡 実… ……－－－－…・・・ーー・・……・一.258 

鍛 利幸・・…ー ・・ー・ ー…－・………＇ '・283, 344 
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北野 満 ・・・・・・..………・…...... 一 148,168 

小林展章・・ ・ ・ ・…・…....・ H ・・250,369, 383 

小西靖彦 ・ ・・・・……….......… e・・383

小山 素麿 ……・……・・・…・・…－ 141 

Kriinung, Gerhard －－－…・・…・・－ －－－－－－－－－－ ー 134 

熊田 馨…・・……－ －・…・・…......・・369,383 

黒川正人ー・・・ ・...... •••••• .... 173 

久山 健 ・・…・ ・105,205, 211, 217, 263, 454 

幽 人伸ー ー・0 ・ ・ ・ ....・e・ ・148, 168 

(M) 

牧野尚彦ー ..•••••• .......………・ベ・ …315 

[OJ 

小笠原敬三…・一・ …・… －…………… .・・・・・68 

岡 統三 ー…・…一 ・… ・・ー…..........一.・・・234 

岡林 均 … ・・ ........ーー ・ー・・・ ・0 ・ 437 

岡田達也 ・・凶 ・0・ …...・H ・－－ ……ー… ー258,330 

岡本亮爾 ・ー ー一一........… ………－一 ー・・383

岡本好史 ーー…… ……・……....・...……・ー ・435 

岡村隆仁－ －……………・・・・・・・・・. …，． ・250 

岡山義一 …・…－ －一…………... a・ω・・ 408 

小津 和恵－一一－－……－－－…・・ 250, 369, 383 

(PJ 
牧田 泰正 ………………田…・・・・…・・守い 161 

真辺忠夫 310，如， 377 I朴 修三 …・・・ ・0・.. • ・ ・・・・ ・・ … 168 

真下六郎 ω …・… ……・…..... • ・402
[SJ 

松田 昌之 ーー一……・・・リド ・141, 258, 272, 278 

松村憲一 •. • -212 I堺 正仁 ・・・ー・h •••• ••• • • … •• • 153 

松浦雄一郎 ・…・ー…………… ••• ・・・・・・・・a・－… 3

孟 高淵ーー・・・....................・ 0 ・ ・250 

宮本正章 ・・・ー ・ー…105,205, 217, 263, 454 

水原寿夫……… .........・ •• •• 148, 168 

森 一成 …ー ョーーー・・…・・…… • • • 302 

森敬一郎 ーー・・・……… … …・ー ・369, 383 

森下明彦 ー… ー.. .........・・・......一……211

森竹 浩三 ...・H ・－－－……・・……・…・……・・ ・・ ・ 198 

村岡隆介 ー 168

(NJ 

鍋島祥男 一－－ … 0・ ・・0・・・・・・・161

内藤宏紀 ー ・……... …・…・… ・・ー・ ・198

中原 一郎－ －－－－－….....・ E・・ … －・・・・・・ 4 ・ 27 

中島 正之……・……………・ーー・・...・・・・ ...・・278

中村 昌文・・・…・ー・・・ ・・・…・・・・・ー・………・…・ 。234

中尾稀一 . ..・…・ ーー ………o・e・－……211

中洲 敏 白 ・・ー・・・・ ・141, 258, 278, 323, 330 

中洲庸子 0 ・....………・ ・ .. 278, 323, 330 

中谷公一ー ・4 … ・・…・ー・・・ ー • ・211 

中塚 裕久 ..... ・・・ 0 ・・…・ ・－－－－… ・234 

中津 拓也 ω ……－－…・・・・…・・ ......……・141 

新阜 宏文 －・・ … リ・・・・ 一…－ ・・ …・・…ー…161

西脇 登……・…・・・－……・….......・・・・・・・’・153 

野崎和彦……・… －－……..................55 

Nutz, Volker …・・・・・・・…・・・・・・・一回・・・・・・ ・ ・ ・・240

坂本喜三郎 …・ … ー・・・・・…・・ ー148,168 

坂本忠弘 ………－ －－….... ...・・e • • 402 

坂本 カ ー ・・・0・・…… …－－－ ••••• ・402 

里村 紀作 － ・・・・……ー ・ ・ー・ ...... ・283, 344 

渋 谷 智顕ーー...............………－ …－－－…・・・295

島袋 隆 u ・・…・…・…… ・・ー・・・ ・・・ ・・・・……173

蔦原康行 ....… … ……－…・ ・…… h ・・369,383 

冷水宏行 …・…・…－………・－－…－……....・283 

下戸 隆ーー－－ －……－－…・… . ...・ H ・－・…υ217

白羽 誠 …・....・・ー……・0・・・ ............・211

静木 厚三 ー ー… ・…・・・・・－……・ー・・............283 

闘部鳴海・.....・・・............ • ............... 211 

須藤峻章 一・...、...・・0 ・・・105,205, 217' 263, 454 

末回泰二郎 ー ・・0・・0・・...・ ••• ・ ・3

杉江 茂幸 一一 ・・・目 0・・e a・ ・・ … … … ・・・ ・295 

杉谷 章 一一.....・ e ......・・・・ぃ・ ・・・ 173 

角 昭一郎 … ・…・…・…・・・…… ・い いい・224

(T) 

高橋 潤 ・・・ …－・…・ー・…e・e・...• ..... 161 

高折恭一 －－ ー－ u …・…… ・…ー…… ・・283

高三 秀成 ・・・・ ........・0・一一 ..・0・…..・ e ・68

高戸 毅 ・6・… … ・・…H ・H ・－－－… ・・………・ 148

高安 隆 ’ ・・・・ ・…・............, ・・・… 369

武田 善樹 ・・...…… ・…… ……・ 守・….337 

竹本 寛－－－－－………一 一.........… ・…・173

竹本雅彦 …………・…・・ ・ ・…・・・ 211 



滝 和郎 一－－－ ・・・ー… … …………－ ・293 

玉井美妃子－一－－ •. • ••••• •• －…・..・....‘........・302

回中 明 －－－－一 －－…ー ………………・… ・・250
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上坂孝彦 ・・ 148, 168 

浦田 尚巳 ・・・・ ・…・ ・ー・ー・ー…E ••• ・211 

字山史朗 ............・.................・・・・・・・・・・・・・・・250 

田中紘一 ー・ ……ー ・・0 ・・・ ... • .... zso, 369, 383 I卯津緩祥子 ・…ー… ・….........…………・… ・272 

田中卓二ー ・…・ …・・・….......…・0・ ー・295

田中達郎 ・一－－ －－一 .............・........ー173

谷員至 .....…… … …… … … …－－ ・ーー ・302

谷川允彦・

谷村 弘 －－ー 一一 ・・・・・・・・.....・234, 302 

鄭台項 －－－ －－ ……・・ ー 161

寺下史朗 ・302 

戸部隆吉 －－ 一 一 －－…・…・・ ・224, 310, 377 

椿本 龍次ぃ ー ・・・ー・・…・・・ • 105, 263, 454 

土屋宜之 … －－…－－ －… －－ －…・ ・116

角田卓也 1 ・ ・・ ・… －－ ......... ・・・302 

[U] 

内田隆久一－… ••• ••• ・・・105, 217, 263, 454 

打波 大ー・・・ ・… － ー・344

上回 省三・・ …－…・ ー・ー・ぃ………・・...…211

[W] 

渡辺一良 ーー・ ・.. e ・ •. •• . ••• •.• • .• …＂＂・・・272 

[Y] 

山田 幸和 ……・・・0・・ ・・..・・＇...…－－ 211 

山口 真彦 ・・・・・・・・・ ー… …，．． ・383 

山本栄司 ……・……・ ー…… －－…… －－ ・315 

山本 悟 ・－－ －・・・...・・・・・・・・ ・295 

山岡義生 ・・・・ －－－－……－ ・250, 369, 383 

山上裕機 •.••. ，，・・ •.•• ・302 

山崎 透 ・ー・・・................. •••• •• ••• ・402 

保田知生 ・・・・ー一－－ ......・・105,217, 263, 454 

楊 忠和 …・・・……・・・・ ..一 • ・283, 344 

横田 通夫 ............・・・ …一 ，，.......…・148,168 

米川 泰弘 ．、 e ・・・0・・0・・ ・ ・e e・e ・・ ••• • 189 
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物 件 索 引（カタカナ表示の物件は，そのローマ字表記にしたがった）

(A] 

A-Cバイパス術 ・ ・・… e ・153 

悪性リンパ腫 ーーーー 一 一 ・・ … ー・ー・141, 323 

アンギオテンシン E・・ 0・・ ・ ー・ー・ ーー・ ・302 

アーノルドキアリー奇形 ーーー …..・・… ー • 161 

[BJ 

パゾアタティフインテステ 4ナノレポリベプタイドー・55

弁付導管 ・168 

眼窟内腫蕩ーーー・ ....・ H ・－－－－一色 一…・・・・ ・一.・272 

眼球突出 ーー，一回目・……ー・ ・・・……………・・ ーー272

滅黄 ……・・…一 .........…・…………・・ー ・ヨーヨー ・454 

グリオ－＇＜・．．，．． ．．．．． ．．． .......・ .. .. . 39 

グノレカイン ・・・・・・・・・・・ 0・ ・ ・ ・・・ ー・・ ・・・・ー....・・217 

[HJ 

ハイブリッド型人工目撃

80%発育問止濃度（MIC回）ー

閉塞性黄痘・・・

187 

205 

454 

115D8 (CA15-3) 
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・295 I一時的左心パイパス

454 I IgA欠損症
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cAMP 

貯留嚢胞 …一一－一一－－－－ －－…－一…－－－ 211 I 胃癌ー.....一ー一－…－－－一 ー…－……… ..・116 

Classification ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …ーー・ーーーー…240 I イヌ脳動脈 －－…ー ‘ーー … ・－…………－－ 55 

CPKアイソザイム ーー…－－－…一－…・ ・ ・263 I 意識障害 ・ ・・・・・・・・・・ …－…・一…－…一...198 

・39 I 磁気共鳴画像（MRI) …一・・・・・・・・・141,161, 278, 330 

・ ・134 I実験的脳動脈癌 ・10 

人工弊 ・0 ・……一－ －……… . . 187 

上腸間腹動脈血流 ・…・・ー・ー……－・・ ー ・224

・19s I上皮性腫蕩 一 ・・・…ー・・…一…－・ー・..・272 

・435, 437 I 上行感染 ・・ ・... ・・・ー…・ … …・－－… ・0・・ ・234 

CTスキャン ・323, 330 

(DJ 

DBcM、1P
電子顕微鏡ーーー

Dialysis access ・ ・ 

[EJ 

栄養管理 e •••••• 

エキシマレーザ一 一－

エナージ代謝 －…ー，……一 ーー ・250 

塩化キセノンーー …－－一……ー… u … ……。 ・437 

遠心ポンプ ー…・…ーー・・・・.......…ー ・ •. ・・・・3 

エノレミウムヤグレーザーー・ 4・・・ ー・・ ・ ・・・ー ・ ・435 
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・454 I耳下腺
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[FJ 
術中，心筋梗塞

術後合併症・

ー…・10 I術前化学療法

• ・． ． ． ． ， ．． ・・・・・ a e・

153 

234 

103 
7 fプリン安定化因子

フッイヒクリプトン

腹部 CT

腹直筋弁

腹腔動脈血流 ー ・224

367 フリーラジカノレ

(G] 

癌化学療法ー ・・・302 

437 

・402

148 

[K] 

肝バイアビリティ ー ... ・a・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・250 

肝部分切除・ 一ー ・ー …・・－…・・・－…一－一 ・・377

冠動脈形成術 … …・…..........・H ・・・・・・・・・・・・435

肝移植ー …・ …… －…...... • . ・383 

肝血流量 ・－………・ ・ーー・………・・・.• ・383 

肝機能障害 －・ 目白 ．白白 E － 一一一一
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II t に I~U処Viのとれる<It備をしておくことまた、ぬう
彼忠，，.を’ki'iPの状態に似たせ、 ｜づ｝なIOI！~を行うこと
＠次の想、者には妓与しなしにと l本内1］の成分によるメ
J JクのIOCiUrlのある’1J.¥{L2fム決tl1i't%i'のあるIJ.¥/',

＊その他の使用上の，主意については、製品
添付文書をこ覧くたさい
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添付文書をこ覧くたさい。

・＇ヤ
人

DYL911liBS‘ 

州•Ol<i< ＠田辺製薬株式会社
~ 州市中央区間町3丁目2香

・薬価基準：収載

ブドウ球菌を曾むク、ラム陽性菌から

ク、ラム陰性菌まで広い抗菌作用
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・ォキサセフ工ム系抗生物質製剤

選P.3:マ~!I静注用・筋注用
SHIOMARINR 

l.特にグラム陰性菌及び嫌気性菌

に広い抗菌スペクトラム，強い抗

菌力を示し、殺菌的に作用する。

2 . .B-lactamaseに極めて安定

であり、 .B-lactamase産生

によるペニシリン系及びセフヱム

系抗生物質耐性菌にも強い抗菌

力を示す。

3.副作用は2.12%に発現し、その

主なものはアレルギー症状と胃

腸症状である。

・使用上の注意 （ ー部抜粋）

1一般的注意

II）ン ヨンクがあ勺われるお寸れかあるのて、＋分な問診を行うこと

＇＂お、 事前に皮膚反応を実絡することか望ましい 2ンヨック発現時

に抜急処置のとれる<¥tu簡をしておく二と また、投与後患者を安静の

状態に1果たせ、十介な観察を行うこと .31飲，酉により、顔面紅，執 心

充2韮．めまい，頭痛．ロ匡気等力、あ勺われること力、あるのて投与湖問

中及ひ投与俊少なくとも 1週間は飲，酉を避けること

2次の患者には投与しないこと

I l本商lの成分による J ヨ，7の既往涯のある患者 2リトカイン等の

アニリト系局所麻酔荷lに対し i島敏症の既住涯のある患者 （添付の~解

，苗はリ ドカイノを含有している）（筋，主用にのみ記磁）

3次の患者には投与し主いこと を原則とするが、特に必要とする場合

には慎重に投写する と

本高I7)前 十 五物質に対し過敏症の既t王座のある患者

4次小町’ 1憎貰 玖ーと

l正
ヲ王往！！.＇のある串、者 2.本人又

官 σヲレルキー症状を起こ

多 E ＇＂者 41経口仔取

角 eσ悪t、；y.者’ヒ

】雪＇ i:；子’）

5冨I）作用

111：：..－ヨツフ：まれにショァ 7を起ょすことがあるので． 観守主を 卜分に

ff＼、 も.~~xがあらわれた場合には役うを中止し．適切な処院を行う こ

と ロ 2）過敏症・ 1~疹， ~I保疹. 1€-Ji;, $俸．発熱専があらわれた場合

にはt'.l:'J・を＂＇＇＇：すること。（3）腎緩 まれに包性行不全浮のifI篤なr.-陣
ソ；があらわれる二とがあるので．定期的に検ti.を行う主ど観察を I・骨

にitぃ、 出：：仏が.~.められた場合にはI~ うを rf ’ JI·. し通切な処訟を I i ヲ

ょと。（4）血液 a まilに汎血球減少. il'flf~性ltJflL. また ときに lt血守頼
llr!:j(減少.lfll小似減少.m主.El<l¥'lt.7ロト ロノビン時1:11延kがあ匂わ

れることがあるので‘ 兇：f，が必められた場合には投うを中止し適切也

処ii＜をirうこと (6）消化器 ．まれにf4股1'1:大腸炎て平の1ra阪をfl・う市1!l

4大協炎があ りわれるこ とがある。 版偏．相tl•Iの 卜＂＇＇があらわれたJ品

作には1！（ちに段’Jを中止するなどi盛VJ主処；Tiをitうよと． また．とき

に：！！：.心＇ ~副 I:. 食欲不振． ドjjij＇すがあ らわれることがある.171呼吸器

：まれに党然 咳略式．呼吸l利雄．胸剖；X線民；i M般球mt咋をfl‘う

1:11質刊肺炎. PIE1，；：自主俳浮があ匂われるニとがあるのでこのよ？なもF

4人があらわれた場介には校うを小11：し、 話lj¥'1"／瓦nホルモン;'ii）の投ワ甲

町適切j主処；1；をltヮょと 8度膚 まれに小.：tt生 1~1主I実~El,i' I Lyell 催

候Iiれがあ匂わItることがあるので． このよ7t,・紘1人があらわれた場

介にIH'.l・’iを'I’il:L.@l;IJ屯処；11をitうこと。

νエヴ ギ製薬
有央区道修町3 ト 8干54l ． 

リについては添付文容をこ’参照下さい。

［古川・円み:l)

＇＂’f.I<’~：U本式全11 llゐl，高
〒＇＇＂＇＇ 人臥，1o11.1iw・伶訓:.I11121 

・90.9.(¥:1瓦1151
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（塩酸ジフェニドール製剤）

セファドーノレはめまし、と街接な｜共H系tこある循環・神経系の両面に作用を示します二

• :t~ IJllHfH'h]))J脈が州制IL1~；：のみを緩併し rfr L流：， ~－のアンノザンス七ピ： ii ：する。

・めか、の／i;tlJ<iとなる児；：;r；インパルスをrilj峰十！｜！杭抜および仰は卜行｜；レベソレて＇＂ jfiJ:IJljする。

• llJHJ&を~fiJ:illJする。

〈効能・効果〉｜人J :Ef附IFにもtづくめま~'o 

〈用法・用量〉⑪ セファトーJレ錠・3凶；市/J文人lli』11～2錠、11131111終11投りする。fl＇・荷台、杭状によりi!主立J¥'1i成する。

＠ セファ卜ール頼粒：J!!i;'1';1111J0.25～0.5g（出円安ジ‘フェニド‘ーノレとしてお～50mg）をl113111l*f!H止りする。

使用上の注意

。次の患者には投与しないこと／（｜）重篤な腎機能障害の 121過敏症／ときに発疹、毒事麻疹等の症状があらわれる

あるI品者12）本剤に過敏症の既往歴のある患者 ことかあるこのような症状があ勺われた場合には投

＠次の患者には慎重に投与すること／Ill緑内障の思考｛2 与を中止すること

'11干 怜麻炉等の既往歴のある患者13・痴呆症のある 3眼／ときに調節障害か、またまれに散鐘等の症状かあ

il＼者 匂われることがあるこのような症状があらわれた場合

＠副作用 には、投与を中止すること

l精神神経系 ときに，字動感・不安定感力、あ勺われる 4 I消化器／口渇かまたときに食欲不振、胃・腹部不快

とかあるのて飢察を十分に行い、このような症状が 感、胸や11，悪心・曜日土、筒J高等の症状力、あらわれるこ

めりわれfi場合にはJ成量又は投与を中止することま とかある

Itさにlli'tlfl'i ~(jlli f撃等の疲状があらわれることが 151その他／ときに傾眠、動↑季、顔面熱感、またまれに口内

わる 違和感、排尿困難があらわれることがある

。｜日本新薬！？；棺制？ル

－． 島、
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LJF-1!取~i~~g~Omg
く効能・効果〉副長性品lj鼻腔炎・呼吸器疾忠にfドう略妓略出困難

・小予術時の術中術後，＇ l'd血（歯科、泌尿器科領域）・歯槽膿漏症（炎症型）の緩解

く用法・用量〉＠慢性副算腔炎、呼吸器疾患に伴う略漆落出困難、小手術時の術中術後出血（歯科、泌尿器科領域）の場合

t孟化リソ．チームとして、 Jll 点•； 1i)i: 人1H60-270mg(hf耐）を3凶に分割l経11投与する。

＠歯槽膿漏症（炎症型）の緩解の場合／単化リソ’チームとして、Jill常成人lLI180～27Qmg(hfdli）を3回に分割l経Ll投与する。

この場合Lt.、症状に応じ投与前または投与中に幽.fi除去、洗浄あか、は薬物局所投与等の局所処置を施す。

※本斉1）の体内での作m機rfは、なお解明されない点も多〈、また、m世一効果の関係も

必ずしも明らかlこされてL宮川従って怯？？？とt止ヲーすべきでなU

使用上の注意

。次の患者には慎重に投与すること 7レルギ 体質の患者及ひ雨続兄弟等か＂ t..-1レギー症状の既佳歴のある愚者

＠副作用 ショyク針“にンヨク症状を起こす二と力、あるのて観察を十介に行l u面着自四肢冷感、血圧低下

チづーゼ膏；藍不明等の症秋かあ勺われた場合には投与を中止し、適切な処革を行うこと

2過敏定 ときに発 発赤等の過敏症状かあ勺われることかあるのでこのよう乍症状力、ありわれf喝合には‘投与を中止すること

3，消化器 下痢、ときに食欲不娠、筒部不快感誓，（，－.唱ロ土まれに口内炎等の症状かあ勺われること力、ある

。［日本新薬｜品取引L



~1宮町0003-9152

AR CHIV 
Fiir 

]apanische Cb仰昭島

(Arch Jpn q仕）

Bd. 59 Nr. 4 Juli 1, 1990 

第 59 巻 第 4 i手

平成2年7月1日発行

CHIRURGISCHE UNIVERSITAETSKしINIK

KYOTO JAPAN 

京都えさF医乍古t外科学形外科学内十内

日本外科宝函編集主

日夕ト宝）



Lヲト1!量消Omg

〈効能・効果〉・慢性副鼻腔炎・呼H及器疾患に伴う略去五日客出困難

・小手術時の術中術後出血（歯科、泌尿器科領域）・歯槽膿漏症（炎症型）の緩解

く用法・用量〉⑪慢性副鼻腔炎、呼吸器疾患に伴う落語E略出困難、小手術時の術中術後出血（歯科、泌尿器科領域）の場合

塩化リゾ、チームとして、通常成人1日60～270mg（カ価）を3回に分割j経口投与する。

＠歯キ曹膿；属症（炎症型）の緩解の場合／塩化リソーチームとして、通常成人1日180～270mg（力側）を3回に分割l経口投与する。

この場合l:l.症状に応じ投与前または投与中に歯石除去、洗浄あるし、IJ.薬物局所投与等の局所処置を施す。

※本邦lの体内での作用機序IJ.、なお解明されない点も多〈、また、用量 効果の関係も

必ずしも明らかにされていない。従って後然t投与すべきでな~'o 

使用上の注意

。次の患者には慎重に投与すること／アレJレギ体質の患者及び両親兄弟等がアレJレギー症状の既往疫のある患者

＠副作用 IIショック／まれにショyク症状を起こすことがあるのて、観察を十分に行い、顔面蒼白、四肢冷感、血圧低下、

チアノーゼ意識不明等の症状があらわれた場合に11..投与を中止し、適切な処置を行うニと。

2）過敏定／ときに発諺・発赤等の過敏症状があらわれる二とがあるので、このよう弘活状があらわれた場合には、投与を中止すること

31消化器／下痢、ときに食欲不娠、胃部不快感、悪心・唱。土、まれに口内炎等の症状があらわれることがある

。l日本新薬l掘削し
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健保適用

1日1回投与が可能
防御因子漕強型
胃潰蕩治療剤として初めて

開スii0:JN離脱mg
（マレイン酪イルソクラジン製剤）

｜イルソグラジン製剤｜

初めてのベンソYアナミン竹絡Hiする＇i'i＇ぷ傷治療剤一一
イノレソクヲジン製剤lで丸

，，日1～2回投与｜

防御f-"ION強主！！のりii＇（蕩治療宵IJとしては初めて111llnl投リーが
可能となり、コンフライアンスの陥lj－が則待できます。

｜上皮細胞聞の接合強化l
~r粘膜の l：皮細胞r::m~令制主化することにより、
細胞防衛l作川を示します。ゅの物実験）
〈効能・効果＞'1'/ ii'lfiJi 
〈用法・用量＞i!f!・1；：；、1,1<:人マレイン俄イルソクラジンとして

111 lmg（カスロンN$Jt4mg.l錠、カコロンN錠2mg:2鉱、
カ♂スロンNWIP.0.8° o: 0.5glを1-211111二分'iillH.11ぬう
寸るなお、 ii附，i,j

使用上の注意。liJ作用

I ）消化器／t~ ＜ニlit休抑制、恥主l·耐u~のもt'Akがあ勺われるこtb＇ある
21肝臓／ときにGOT.LI’T.AIP、LυH!1l1が申f.J主に U！するこtがある（
3）皮贋／ときに沌診があらわれるこtb＇あるので、このような・i.r:以が

あ匂われた場合にはぬうを中けするこし
むその他ときに胸部川迫感があL，われるこtがある

＠妊婦への投与／H41'<11’のt:t'1・に｜闘する’id険性は•t 、7しれ、い、ので.H制止は
qr臨している”I能刊のある財人には、市僚卜の{f位刊が
危険刊を｜まわると判断きれる場介にのみ絞Uするこι

＠小児への役与／小児に付する・1;令刊は自在、工していい・（fl!!用紙験が少なL‘）。
。その他／健市人におItる$庄の血液＂哨・句の;r1~，下i域別l対’：nso時1111である

。 ｜日本新薬l軍需急措八3ル



日本外科宝函購読・投稿規定（昭.60. I. 改正）

C本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11

月の各月 1日lこ発行する．状況により臨時増刊を発

行する．
二；予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を

含む）とし，分売は 1冊1,500円とする．予約購読

希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に

申し込まれたい．
二掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな

ければならなレ
。投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加量産

・訂正することがある．
0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな

づかいを用いること．なお，ワードプロセッサー使
用の場合は， l行20字 x20 Q =400字をもって 1枚

とし，一行おきにプリントすること．

て欧文原稿Ii，タイプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロセッサーで作成する．

0原稿の長さ；工およそ下記の限度とし，和文原稿に；1

欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お

よび和文抄録を添付されたい．
原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）
つ原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化
した外国語は片かなで、書くこと，欧文中の人名には
アンダーラインを引くこと（文献を除く）ー

C数量の単位は下記の例による．
f?ij : m, cm, mm, ml, kg, g，℃， μ，%， pHなど．

うKeywords日本語，英語のそれぞれ5語を選定し，
表題の下に記入すること また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたい著者の所属は正

式名称に従われたい．
L挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清奮し

直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発
表などのスライド原稿は，太字を用いることが多い

平日立 2 年 8 月 20日 印 刷
平 成 2年 9 月 1 日発行

編集兼発行者

印 届4 者

印 席。 所

ため不適当である）．その挿入位置は原稿に記入の

こと．
0表，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，

挿入筒所を原稿に記入のこと．

こ〉引用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし
て IndexMedicusに準じアルファベット順に並べ，
日本語文献も筆頭者のローマ字名のアルファベット

！｜頃に並べること，著者名は3名までとしその後は

その他として省略する．

例．
11 Faris TD, Dkihans AJ, Ma凶 oro TL, et al: 

Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta-

tion. Surg Gyn Obst 123：・ 1261-1273,1966 

2）三宅 儀：副腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新

医学 6:769-782，昭26.

3) Sissons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72. 

41所安失脳腫蕩東京，医学書院，昭34.

5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

Oxford University Press, 1943 

〈掲教料ば 1頁欧文9,000円，和文8,000円，図表，写
真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版などは

著者の実費負担をする
0別居IJ希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込

まれたし．別刷は 1頁20円を申しうける．
lご原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたい．

：原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正
の際における加筆訂正は認めない．

二原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい．原

稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする
。なお原則として原稿は返却しない．

干606京都市左京区聖護院川原町54

京都大学医学部外科整形外科教室内
日本外科宝函編集室宛

TEL (075) 751-3659 

京都市左京区聖護院川原町54

津 和 恵

京都市上京区下立売通小川東入

中 西 亮

京都市上京区下立売通小川東入

中西印刷株式会社

京都大学医学部外科整形外科学教室

発行所 日本外科宝函編集室
代表者 小津和恵

（振替口座京都 4-3691)

本誌に掲載された論文の無断転載を禁じます．
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オパ空間を広（f~るニユ，，，，，，..，－.タイプC

E司＝’f;Jjll~4j

EF0-'C5-50N 
島津製作所

医用機器事業部 604京都市中京区西ノ京桑原町｜

(075) 823 -1275 

「機能的で操作性にすぐれた」「あらゆる手術

に対応する汎用性」一一EFU・csシリーズ手術

台は，そのすぐれた機能を手術室でじゅう

ぶんに発揮します。

一般外科手術は云うにおよばず，脳神経外科

から整形外科まてら応用範囲の広い昇降範囲

と傾斜角度を持った介離式手術台です。

・テーブルトップとコラム（支柱）とに分離

できます。

・EFU-C5シリーズは，設置場所ぞ自由に変更

できます0

・昇降範囲が広〈各科とも同じコラムでご使

月jになれます。

・テーブノレト ップは全長にわたってX線透過

Zi包囲がひろく，透視やf最；；；；（こもi直します。

・テーブルト ップはSON形以外にも盟富な種

類がありますので，各科専門ごとに最適機

種を選定できます。
承認番号（61B）第1671号

島津メデイカル
本社 113東京都文京区本郷4-3-4明治生命本郷ビル

(03) 3818 -9600 
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